
 

 

 

 

 

魚梁瀬杉（やなせ杉） 

ヤナセスギは、高知県の県木に指定されており、秋田スギ・吉野スギなどと並

ぶ我が国の代表的なスギの一つです。年月を重ねても成長の衰えが少ないこと

が特徴で、特に千本山のヤナセ

スギは、土佐藩による保護の下、

200年を越える歴史を刻んで

来ました。千本山には頂上の辺

りまで杉の大木が多く、一本の

木で一軒の家が建つと言われ

るほどの巨木があります。登山口から千年橋という吊橋を

渡ると「千本橋の大杉」が現れます。 

幹周り 6.8ｍ、樹高は 54ｍもあり、「鉢巻落し」と名づ

けられました。この由来は、手拭いで鉢巻きをした人が杉

の木の頂上を見上げたところ、鉢巻きが後ろに落ちるほど真上に向かないと木

の頂上がみえないことから、このような名前が付いたと言われています。また、

豊富な雨量と温暖な気候のおかげで、良質なスギが育ちその素材の良さは今も

変わらず、優雅な淡紅の色合いや、ダイナミックでありながらもキメ細かい杢

目など、柱材や天井板などの高級建材として人気が

あります。また、酒樽用材としても適していました。 

見学会開催のM様邸居間にもこのヤナセスギが壁の

一部に使われていますので、是非ご覧ください。 

M様邸居間の壁 

千本山橋の大杉 



 

 

 4月 9日（土）・10日（日） AM10：00～PM4：00  

 島田市鍋島 M様邸  

 島田市のO様邸の構造見学会に来て頂いたのが、御縁の始まりでした。打合せを何回

も重ね、M様とナガイの「合作の住まい」が出来ました。是非ご覧ください。 
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